
《研 究 ノ ー ト》

マ ラ ヤ ー ラ ム 語 の い わ ゆ るSupineに つ い て

家本太郎

1-1.マ ラ ヤ ー ラ ム 語(南 イ ン ド ・ケ ー ラ ラ 州 を 中 心 に 行 わ れ て い る ド ラ ヴ

ィ ダ 系 言 語 。 中 期 タ ミ ル 語 の 西 部 方 言 か ら 、 西 紀14世 紀 頃 に 分 離 し た と

さ れ る)に お い て 、 動 詞 語 幹 或 い は 、 未 来 時 制 形 成 語 幹 に ―縅が イ寸 加 さ れ

た 形 式 は 、 こ れ ま でsupine機 能 を 持 つ と さ れ 、 supine(Andronov

1996141),infinitive(Agesthialingom 197993), purposive infinitive

(Andrewskutty 197-11), adverbial particip� of i� fut�e t�3se

(Frohnmeyer 1979:41),未 来 分 詞(It61978:28), infinitiv(Lehmann

1994115),infinitive mood (Peet 197273), puroposive infinitive

(Ramachandran 1973233), infinitive form(Subrahmanyam 197-425)

な ど と 記 述 さ れ て き た 。 概 略 、 以 下 の4つ の 機 能 を も つ と さ れ る 。

1-2.動 詞 を 支 配 し 、 目 的 を 示 す 当 該 形 式 は 、 以 下 の 例 に 見 ら れ る 。

(1)��ai sinima k縅縅 p�unnu.「 我 々 は 映 画 を 見 に 行 く 」

(2)�nay疝btu.p�縅 para�u.「 私 は 彼 に 行 く よ う に 言 っ た 」

(3)avan jivane raksipp縅 v駭ti tanikk痒i oru vali anv駸ikkum.「 彼 は 自 ら の

 命 を 救 う べ く 、 道 を 探 す 」

ま た 、Frohnmeyer(1979:40)の 記 述 に あ る よ う に 、 「意 向 」 を 示 す た め

に も 用 い ら れ る 。

(4)otuvil add馼am kali�a r緞yatte緻ramiccu kilatakk縅 tirum縅iccu.

  「つ い に そ の 方 は カ リ ン ガ 国 を 攻 め 、 侵 攻 し よ う と 決 意 な さ つ た 」

1-3.ま た 、 可 能 動 詞 を 支 配 す る こ と が で き る 。

 (5)imanusyare visv縱勛kuv縅 p縟illa rこ れ ら の 人 々 は 信 用 す る こ と は で き

 な い 」

(6)jalamayam繦a bhaksanapad縒ttha�al m縟ram騅駻ukalkku

valiccetukkuv縅 s綸hikk冝¥ 「根 は 液 状 の 栄 養 の み を 吸 収 す る こ と が で き

る 」

(7)�npravrtti ariyunnu, enne eluppattil pampp縅 kalikayilla.「 私 は 業 務 に

  精 通 し て い る 。 誰 も 私 を だ ま す こ と は で き な い 」

1-4.更 に 、 一縅の 付 加 され た 動 詞 の 語 彙 的 意 味 が 許 容 す る 場 合 は 、 名 詞 句
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前置 要 素 と して機 能 す る。

  (8)pu/aruv縅 rantu n緲ika untu.「 夜 が 明 け る ま で2時 間 あ る 」

1-5.名 詞 化 不 定 詞 に 近 い 用 法 は 次 の 例 で あ る 。

(9)kakkuv縅, pathicc�1�luv縅z pathikk駭am.「 盗 む こ と1を お ぼ え る な ら 、

 刑 を う け る こ と2を 覚 悟 せ よ 」

2-1.と こ ろ が 、supine本 来 の 、 或 い は 派 生 し た 機 能 で は 説 明 で き な い 用 法

が 幾 つ か 見 ら れ る 。Andronov(1996:142)は 、-anの 機 能 をsupineに 限 定

し て い る の で 、 以 下 に 見 ら れ る 機 能 の 記 述 を"There are constructions

with lexically appropriate verbs and other words in which supines can

perform some other functions as well;"と 述 べ 、 明 ら か に 誤 魔 化 し て い る

と 言 え る 。

2-2.ま ず 、 複 合 動 詞 の 前 項 と し て 機 能 す る 場 合 で あ る 。

(10)ahims緡utal繦a tatva�alpracaar厓pikk縅 tutaririi.「(彼 は)不 殺 生 な

  ど の 原 理 を 広 め 始 め た 」

(11)muyal var縅 t緡aslkkunnatu kantu simhattinu valare d駸yam vannu.

  「兎 が 来 遅 れ た(ﾘ来 る の が 遅 く な っ た)の を 見 て 、 獅 子 は 大 層 憤

怒 し た 」

 但 し、 例 文(12)の よ うな 、verbal participleと 交 替 可 能 な 場 合 と 、 交 替

した 場 合 、 例 文(13)(14)の よ うに 意 味 が 異 な っ て 来 る 場 合 が あ る 。

(12)avekku v量la t縅atu taririﾍ.「 そ れ ら の 値 段 が 下 が り 始 め た 」

(13)ay�1�r n�ki."He tried to run (successfully)." (Namboodiri

 1980274)

(14)ay�1�疣 n�ki."He tried to run(unsuccessfully)."(Namboodiri

 ibid.)

2-3.名 詞 句 限 定 不 定 詞 に 近 い 用 法 は 以 下 に み る よ う な 、 関 係 節 に 近 い も の

で あ り、supine機 能 か ら は 逸 脱 して い る。

(15)oru divasam siddh縒than......valare vayass繦a oru striy騫um oru

 savatt騫um k縅縅 itay繦i.「 あ る 日 、 シ ッ ダ ー ル タ は 大 変 な 老 齢 の 女

 性 と 屍 を 見 る 機 会 が あ っ た(=目 に し た)」

2-4.名 詞 化 不 定 詞 に 近 い 用 法 は 、 以 下 の 例 に あ る よ う なparticipial noun

に 近 い も の で あ り 、 こ れ もsupine機 能 か ら は 逸 脱 し て い る 。

(16)atum k縅縅 valare man6haram繦irunnu.「 そ れ を 見 物 し た の も 大 変 楽

 し い も の と な つ た 」
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2―5.上 に 管 見 し た よ う に 、 ―珈 がsupine機 能 を 専 ら に し て い る と は 言 い 難

く 、 通 時 的 に こ の 形 式 が 遡 源 す る 古 代 タ ミ ル 語 のinfinitiveの 持 っ て い た

4つ の 機 能 、purpose,effect,simultaneousness,verbalnoun

(Agesthialingom1979:95)、 ま た はkonsekutive,finale,temporale,

kausaleFunktion(Lehmann1994=116)の う ち の 幾 つ か を 保 持 し て い る

と 捉 え た ほ う が 正 し い 。 但 し 、 量 的 に は 目 的 の 表 示 が 圧 倒 的 に 多 く

(Agesthialingolnibid.:93),―r一 珈,「 ρ一珈,覗 ρ一珈 を 取 る 形 式 は 僅 か に 留 ま る

(Agesthialingomibid.:95)。

3-1.こ の 節 で は 、 動 詞 語 幹 に 直 接 、 一珈 が 付 加 さ れ た 、 左勿 一謝ltoseelの よ

う な 形 式(強 動 詞 の 場 合 は 、 刀3!3一盈 吻"towalk― の よ う に 、 ―盈 一が 挿 入 さ

れ る 、 こ こ で は1型 と 呼 ぶ)と 未 来 時 制 形 成 語 幹 に 同 接 辞 が 付 加 さ れ た 、

81幼 ノー1卿一珈,totrust'の よ う な 形 式(こ こ で は 且 型 と 呼 ぶ 、 異 形 態 と し て 、

二ρ一2一刀,一γ一珈,― 加 一亙η)― 従 来 か ら 、 こ れ ら は 異 形 態 で あ る と 記 述 さ れ て い る

一 の 問 に は 幾 つ か の 機 能 的 な 差 異 が 見 ら れ る こ と を 指 摘 す る
。

3-2.ま ず 、supine機 能 は 双 方 の 型 が も つ て い る 。

(17)(=(1))iah血alsinima左 勿2ηP6kunnu,

(18)ni面a箇a酷a減ukむ ξeatt盃!aiP〃 即 鋤t盆masikkumO?「 私 た ち と 一 緒 に 夕 食

を 召 し 上 が る た め に 滞 在 な さ い ま せ ん か 」

3―3.叙 法 的 な 意 味 合 い を 含 む 場 合 、1型 が 用 い ら れ る 。

(19)avanエevUi瓦ru左 磁 孟励?「 誰 が 彼 の 訴 え を 聞 く で あ ろ う か 」

(20)amm互tiriorumakalna§ ‡appe卿aavarkkuacitra卑entusam匹dh互na即

朋 猛 珈?「 娘 を 無 く し た 者 た ち に 、 こ の 写 真 が ど ん な 慰 め を 与 え る と

い う の か 」

(21)tancattummpiticcalarkku左 覇伽 誼unnu?「 命 を 賭 け て ま で 得 た 魚 を

誰 が 食 べ よ う や 」

(22)onnUlpρ 帥 盈 珈illa.「 少 し も 恐 れ る こ と は な い 」

3-4.後 続 の 動 詞 が 過 去 時 制 と な る 場 合 は 、1型 が 用 い ら れ る 。

(23)互lrausaエumkuppayavulpavandhariccirikkunnavay的ennuavanu

7ノ評 爵 ∠猛 珈kali面iHa.「 そ れ ら の ズ ボ ン と シ ャ ツ が 自 分 の 着 て い た

も の で あ る こ と を 彼 は 信 じ る こ と が で き な か つ た 」

(24)g6piatuonnuθ1雄 〃頂 π'動 忌ramiccu.「 ゴ ー ピ ー は そ れ を 少 し 持 ち 上

げ よ う と し た 」

一 方
、 命 令 形 の 動 詞 が 続 く 場 合 は 、 ■ 型 が 用 い ら れ る 。
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(25)ijjunallamanisan2γ 珈n6kkepa卑.「 善 き 人 に な る よ う 努 め よ 」

(26)ni血 血al叫ekaiyeluttu朋 η刀盈 勲 γ～珈 忌ramippin.「 字 が 上 手 に な る よ う 努

力 せ よ 」

3-5.名 詞 を 支 配 す る 場 合 で あ っ て も 、1型 は 、 意 向 、 意 志 や 未 来 性 に 拘 束

さ れ な い 。

(27)(=(15))orudivasamsiddharthan__valarevayassayaorustrfyeyumoru

≦avatIeyum左 勿 亙刀 加yayL

一 方
、 ■ 型 は 未 来 性 を 保 持 し て い る 。

(28)pantra餌uma章ikkakalp箇nvar互ihalenne左2"f万 ρρ珈 盃va≦yamilla.

「12時 ま で に 私 が 来 な け れ ば 、 待 つ 必 要 は な い 」

(29)'魏 ∂5∫猛 珈ilalnenikkuilla.「 住 む べ き 処 が 私 に は な い 」

3・6.同 様 の 現 象 は 、 名 詞 化 さ れ た 揚 合 に も 見 ら れ る 。(30)が1型 で 、(31)

は ■ 型 で あ る 。

(30)(=(16))atum.を 勿 珈valareman6haramayirunnu.

(31)ilpgliSsa卑s琶rikkunnavane8r∂ 毎〃 珈 五a血血alkkupray五sama叫.「 英 語 を

話 す 人 た ち を 信 用 す る こ と は 難 し い 」

3-7.複 合 動 詞 前 項 と し て 機 能 す る 場 合 は 、1型 が 専 ら 用 い ら れ る 。 ■ 型 の

も つ 未 来 性 と 当 該 の 機 能 が 相 容 れ な い か ら で あ ろ う 。

(32)avanエetala監 加 左加'α 聖卿tuIa血 血i.「 彼 の 頭 は く ら く ら し 始 め た 」

3―8.更 な る 機 能 的 差 異 は 、 可 能 性 と 能 力 に 関 っ て い る よ う で あ る 。(33)は

1型 で 、(34)がH型 で あ る 。

(33)ni血 血alaviIeutanep6ka摯a卑allafifialonnurpoθ 〃 珈kaliyunnatalla・

「今 す ぐ に 行 か な け れ ば な ら な い 。さ も な い と 何 事 も す る こ と が 可

能 で な い 」

(34)(=(6))jalamayamayabhak串aロapad夏rttha血 血almatrameverukalkku

佐～1/coθ孟〃盈 〃γ亙ηsadhikkI1.

3・9.以 上 の 機 能 的 差 異 を 概 略 、 表 示 す れ ば 以 下 の よ う に な る 。 ① のsupine

機 能 は 共 有 さ れ て い る 。 ② か ら ⑥ の 分 布 に つ い て は 、1型 の 時 制 に 関 す る

非 拘 束 性 ・不 定 性 、 ■ 型 の 保 持 し て い る 未 来 性 に よ っ て 説 明 が 可 能 で あ る 。

⑦ の 機 能 が 、 そ れ ぞ れ の 特 性 に よ っ て 説 明 が で き る の か 、 或 い は 、 差 異 の

指 標 自 体 に な り 得 る か 、 不 明 で あ る 。
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1型 H型

① 目 的 表 示}rr能 有 有

②叙 法的用法の有無 有 無

③後続 動詞 の範疇 過去形 命令形

④ ・名詞 前接 時 の未 来 性 無 有

⑤名詞化 時の未来性 無 有

⑥複合動詞 前項機能 有 無

⑦ 可 能 性 ・能 力 表示 機 能 可能性 能力

4.拙 稿 は 接 辞 一縅の 諸 機 能 ・使 い 分 け可 能性 の覚 書 に過 ぎ ず 、 そ れ らの現

象 の提 示 に 留 ま つた に過 ぎ な い。 一珈 構 文 が他 の 不 定構 文 と如 何 な る 関係

に あ る の か一 機 能 的 に棲 み分 けて い るのか 、張 り合 い 状 態 に あ るの か 一 包

括 的 な記 述 を近 い未 来 の課 題 と した い。
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 ((Noteo

A note on Malayalam supine

Taro IEMOTO

 The aim of this note is to argue that the Malayalam suffix -an is to be 

defined as a pseudo-infinitive marker rather than an exclusive supine 

marker; specifically, that some of the -an constructions are close to 

other non-finite forms, such as relative constructions or participial 

nouns in their functions. I will also discuss what kinds of parameters 

are relevant to some of the differences in two types of the 

-an constructions which none of the previous analyses has taken into

account.
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